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Ⅰ
お互いの経験を聴こう・話そう
ミニ座談会
22 トランスナショナルな子どもたちの教育を考える
その1：自己紹介
　はじめて顔を合わす参加者同士がいかに
知り合うことができるのか、自己紹介の方法
についても工夫した。自己紹介では①名前、
②日本に来た経緯（何歳の時に、初めて居住
した場所など）、③最近面白かったこと、楽
しかったこと、または特技、について話して
もらった。
　まず、付箋にそれぞれのことについて書い
た後、説明をしながらホワイトボードに貼っていく。自由に話をしてくださいというよりも、何
か道具を利用したほうが話がしやすいという作用がある。また、座談会の間、参加者の目に
付くところに貼っておくことで、いつでも名前や属性をだれでもが参照できるという利点もある。
　③の最近面白かったことや特技について話すことで、楽しい雰囲気を共有しリラックスでき
る環境を作ることができ、これからの座談会が話しやすくなることが期待できる。
　場が温まったところで、今回の座談会が安全で安心な空間のなかで進められることを全員
で確認していく。
その2：安全で安心な環境づくりのためのきまりごと
　座談会では、初めて出会う人たちが同じ時間と場所を共有して、自らの経験を話すことにな
る。自らの経験を話すとき、そこが安全で安心な場所でない限り、自由に話すことは難しい。
そこで、今回この座談会を行うにあたって、企画者側で以下の約束を作成した。当日の座談
会が始まってすぐに紹介した。
①話したくないことは、無理に話す必要
はありません。
②話のなかの個人的な情報は他言しませ
ん（ただし成果の共有はします）。
③参加者はみな平等です。立場や地位、
経験の違いは関係なく、皆が平等な参加
者です。
④「間違った意見」はありません。意見や
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視点の多様性を楽しみましょう。
　またこのほかにも、この場所が安全で安心できるために付け加えた方がよい約束事はない
かと参加者に問いかけた。これは、全員でルールをつくることで、全員が約束事を守ろうとす
る雰囲気を作るためでもある。今回は企画者が用意した約束事で合意がなされたため、新た
な約束事は出されなかった。
　「今日のワークショップのやくそく」が大きく書かれた紙は、座談会中、参加者から見える位
置に掲示し、いつでも参照できるようにした。
その3：座談会で話しあうテーマの設定
　今回の座談会ではテーマを一つに限定するのではなく、自らの経験から建設的な意見が出
せるように、あえてテーマを六つに設定した。テーマも自由に話し始められるように、文章で
はなくキーワードのみを提示することにした。六つのキーワードは、それぞれ、「学校」「勉強」
「家族」「進学」「将来」「フリー」とした。今回のワークショップの大きなテーマが「トランスナショ
ナルな子どもの教育を考える」であるので、教育に関係のあるキーワードを選んだ。また、ファ
シリテーター側で決定するのではなく、参加者にくじ引きの要領でキーワードを選択してもら
うことで、参加者の自発的な発言を促した。
その4：座談会での内容を文字にする
　座談会では、それぞれの経験について話し合い共有することが一番の目的である。すでに
上述したように、附箋に書いたカードなどを用意するだけで、参加者は話しやすくなる。しか
し座談会ではワークショップと異なり、複数の参加者がテーマに関した内容について次々に語っ
ていくのが一般的である。そこで、参加者の発言を文字にして壁に貼るなど、今どのような内
容について話しているのかが見える形にしておくことが好ましい。今回はファシリテータ （ー石
川朝子）と筆記を担当する企画参加者（舘奈保子）の2名体制で座談会を行った。
その5：話された内容はレコーディングする
　その4で文字化された附箋はあとで見直すことが可能であるが、どのような文脈でどのよう
な順序で話がされたかは思い出しにくい。そこで、参加者全員に許可を取り、ICレコーダーな
どで録音しておくことをお勧めする。その際、後で聞いてもどの参加者かが分かるように、発
言の前に参加者の名前を呼ぶこともある。
Ⅰ　お互いの経験を聴こう・話そう　ミニ座談会
